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12月定例会のあらまし
行政報告・補正予算など  …………………………２P

こんなことを聞きました
一般質問 ５人登壇 ……………………………４P

常任委員会調査結果を報告しました
総務文教厚生常任委員会
「子育て世代を重視した移住定住施策」他………10P

経済建設常任委員会
「滞在型観光の推進・特産品創出」他……………11P

活発な議会活動をめざして
『議会報告会・意見交換会』を開催 ……………13P

◇発行／北海道美幌町議会　◇編集／議会運営委員会

ＡＩプロジェクト・稲葉さんといっしょに！

　プロ野球日本ハムファイターズで活躍した稲葉篤紀
さんが美幌町内の小学校を訪問し子どもたちと交流し
ました。
※ＡＩプロジェクトとは、稲葉さんの「第二の故郷」
である北海道へ恩返しするための社会貢献、地域還元
プロジェクトです。

12/14 稲葉篤紀さん旭小学校を訪問　　　　　　　
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⑵

12月定例会
使用料・手数料改定を審議する使用料等審査特別委員会を設置

12
月
定
例
会
の
概
要

【５日】議員１名（岡本）が一般質問に登壇。びほーる２階の手すり設置について議論が交わされま
した。その後、総務文教厚生常任委員会及び経済建設常任委員会から事務調査結果報告を行い、病

院事業会計補正予算専決処分の承認、固定資産評価審査委員会委員の選任、人権擁護委員の推薦を

審議し原案どおり可決しました。なお、26件の使用料・手数料改定に伴う条例改正については、使

用料等審査特別委員会を設置し、閉会中の継続審査としました。

【４日】会期を３日間と決定し、町長から行政報告を受け、議員４名（新鞍・戸澤・坂田・大江）が
一般質問に登壇。白樺並木ロマンチック街道の整備、手話言語等条例の制定、風疹予防接種、福祉

灯油助成等について活発な議論が交わされました。

【６日】前日に引き続き議案審議を行い、補正予算案９件を審議し、いずれも原案どおり可決しまし
た。次いで、１件の意見書案を可決し、３件の報告を受け、各常任委員会からの「閉会中の継続調

査」の申し出を承認し、全日程を終了し閉会しました。

12月定例会のあらまし

◆南公営住宅の火災について
　10月14日、南公営住宅５号棟から出火し、消防車

の出動を受けて消火活動が行われ鎮火しました。出

火原因は、子どもの火遊びであることが判明してい

ます。

　火災による怪我人はなく、速やかな消火活動によ

り隣接する住居への延焼を防ぐことができたため、

人的被害はありませんでした。

　今後、同様の事態が二度と発生することのないよ

う、公営住宅の入居者に対する安全管理を徹底し、

再発防止に努めます。

　※�その他、農作物の生育状況について報告があり

ました。

町長の行政報告(要旨)
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⑶

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

補　正　予　算 12月定例会・平成30年度補正予算は、全て原案どおり可決しました。
補正予算の主な内容は次のとおりです。

◇ 全国・全道競技大会選手派遣補助金  95万円

　小中学生のソフトテニス、バスケットボー
ル、スケート、クロスカントリースキー大会
等出場のための派遣補助費用。

～ 美幌バスケットボール少年団 ～

◇ 終末処理場燃料費  202万円

　重油の単価増及び胆振東部地震での発電機
使用に伴う施設維持管理用燃料費の増額。

＜ 主な改正内容 ＞
 （１�）廃棄物等手数料（ごみ袋、家庭系直接搬入ごみ）
の25％増

 （２）公共下水道使用料の7～ 9％増
 （３）網走川河畔公園パークゴルフ場使用料の増
　　・１日券が100円から200円に
　　・１シーズン券が20％増
　　・町外者利用の割増（50％増）
　　・75歳以上を有料に

ほか

※金額は、万円未満を切り捨てて表示しています。

使用料等審査特別委員会を設置
　受益と負担の公平性の確保、受益者負担の原則に基づく適正な料金を設定するため、町から使用料・
手数料改正（26件の条例改正）の提案がありました。
　美幌町議会では、広く町民に負担を求める重要な案件であることから、議長を除く13人の委員で「使
用料等審査特別委員会」を設置し、平成31年３月までの継続審査としました。

委 員 長 大　江　道　男 副委員長 稲　垣　淳　一

委 員 髙　橋　秀　明 委 員 新　鞍　峯　雄

委 員 上　杉　晃　央 委 員 戸　澤　義　典

委 員 早　瀨　仁　志 委 員 岡　本　美代子

委 員 坂　田　美栄子 委 員 吉　住　博　幸

委 員 橋　本　博　之 委 員 中　嶋　すみ江

委 員 古　舘　繁　夫

使用料等審査特別委員会
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こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

１件の意見書案を可決し関係機関へ提出
　平成30年12月定例会では、２件の意見書の提出を求める要請・陳情のうち、１件の意見書案を可決
し、国の関係機関へ提出しました。ここではその概要について、お知らせします。

＜日米物品貿易協定交渉に関する意見書＞
　北海道農業は、米・麦、大豆、てん菜、馬鈴しょ、牛肉・豚肉、乳製品など安全で安心な農畜産物
の安定供給を図っている。加えて、地域の製粉工場、製糖工場やでん粉工場、乳製品工場などと密接
な関係のもと、地域経済・社会を支える基幹産業として重要な役割を果たしている。
　しかし、農産物輸出大国との経済連携交渉が北海道農業に大きな影響を及ぼしており、農畜産物の
市場開放が次々に進められ、ＴＰＰ１１協定は本年１２月３０日に発効し、日ＥＵ・ＥＰＡ協定も来
年２月に発効される見通しとなっている。
　こうした中、米国政府と新たに二国間による物品貿易協定交渉の開始に合意したことは、一層の農
畜産物の市場開放へと繋がる恐れがある。重要農畜産物の多くを抱える北海道は農業への甚大な影響
に加え、取り巻く地域経済にも多大な影響が危惧されるため、地域住民や農業関係者などからは強い
懸念の声があがっている。次の事項について強く要望する。

　�　日米物品貿易協定交渉は、ＴＰＰ水準を交渉のベースと
しているが、米国政府の強硬姿勢によって、更なる高い水
準での農畜産物関税の削減・撤廃等を求められる恐れがあ
ることから、毅然とした姿勢を貫き、安易な農畜産物関税
協議は行わないこと。

１

■
新
鞍
　
峯
雄 

議
員 ･････

５
頁

　
①
白
樺
並
木
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

の
整
備
に
つ
い
て
　

　
②
い
じ
め
・
不
登
校
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
　

　
③
屋
内
多
目
的
運
動
場
の

駐
車
場
整
備
に
つ
い
て
　

■
戸
澤
　
義
典 

議
員 

･････

６
頁

　
①
手
話
言
語
等
条
例制

定
に
つ
い
て
　

　
②
全
町
的
イ
ベ
ン
ト
の

行
政
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
　

■
坂
田
　
美
栄
子 

議
員 ････

７
頁

　
①
風
疹
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
②
児
童
虐
待
防
止
つ
い
て

　
③
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー制

度
に
つ
い
て
　

■
大
江
　
道
男 

議
員 ･････

８
頁

　
①
福
祉
灯
油
の
実
施
に
つ
い
て

　
②
国
民
健
康
保
険
の

抜
本
的
改
革
に
つ
い
て

　
③
国
連
家
族
農
業
10
年
決
議
へ
の

対
応
に
つ
い
て

■
岡
本
　
美
代
子 

議
員 ･･･

９
頁

　
①
び
ほ
ー
る
２
階
席
手
す
り

設
置
に
つ
て

　
②
美
幌
町
に
関
す
る
歌
に
つ
い
て

　
③
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
美
幌
の

機
器
整
備
に
つ
い
て

　
④
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る

海
洋
汚
染
に
つ
い
て
　

５

一 般 質 問 と は
　一般質問は定例会において行われ、議員が町政
全般にわたり執行機関（町や教育委員会など）に
対し、事務執行の状況や将来に対する方針の考え
方、疑問点などについて質問するものです。一般
質問は議員固有の権限の一つで、議案審議ととも
に議会活動の中にあって最も重要なものであり、
行政の執行を監視し、建設的に政策を論議するこ
とで、公正な行政を確保するものです。
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⑸

新
鞍

 
　
峯
雄
議
員

白
樺
並
木
問
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
、
今
後
の
整
備
の
考
え
は

答
重
点
区
間
を
決
め
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
た
い

問　
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

ン
の
新
デ
ザ
イ
ン
に
白

樺
並
木
道
が
採
用
さ
れ
、

国
道
な
ど
に
設
置
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
白
樺
並
木
道
は
、
美

幌
峠
の
７
㎞
手
前
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、
途

中
、
白
樺
が
植
え
ら
れ

て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。

不
揃
い
の
白
樺
並
木
整

備
の
考
え
は
。

答
　
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

ン
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
、

美
幌
峠
と
白
樺
並
木
に

決
定
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
た
い
。

　
現
在
、
白
樺
が
無
い

区
間
が
あ
る
が
、
景
観

の
良
い
旧
福
豊
小
学
校

か
ら
豊
富
神
社
ま
で
の

区
間
を
重
点
区
間
と
し

て
整
備
し
た
い
。

問　
白
樺
並
木
整
備
に

は
、
町
民
の
協
力
が
必

要
。今
後
の
進
め
方
は
。

答
　
整
備
に
は
地
域
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、
地
域
住
民
、

開
発
局
等
と
協
議
し
進

め
た
い
。

問　
文
部
科
学
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
道
内
の

小
中
高
、
特
別
支
援
学

校
が
平
成
29
年
度
に
認

知
し
た「
い
じ
め
」は
、

前
年
度
の
1.5
倍
で
過
去

最
高
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
「
い
じ
め
」
の

現
状
は
。

答
　
平
成
29
年
度
の

「
い
じ
め
」認
知
件
数
は

90
件
。「
い
じ
め
」の
定

義
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
は
、「
け
ん

か
」
や
「
ふ
ざ
け
あ
い
」

に
つ
い
て
も
、「
い
じ

め
」
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

問　
「
い
じ
め
」に
対
す

る
取
り
組
み
は
。

答
　
児
童
生
徒
、
保
護

者
か
ら
の
情
報
収
集
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基

づ
く
個
人
面
談
や
「
い

じ
め
対
策
委
員
会
」
を

開
催
し
学
校
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
専
門
相

談
員
に
よ
る
相
談
体
制

を
整
備
し
、「
美
幌
町
い

じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
」
を
開
催
し
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

問　
不
登
校
の
現
状
と

取
り
組
み
は
。

答
　
平
成
29
年
度
の
不

登
校
（
30
日
以
上
）
件

数
は
、
18
件
。
３
日
以

上
連
続
で
休
ん
だ
場
合

は
、
家
庭
訪
問
や
校
内

ケ
ー
ス
会
議
を
開
催

し
、
問
題
解
決
に
向
け

た
情
報
共
有
と
活
動
方

策
を
確
認
し
て
い
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
用
地
に
、
屋

内
多
目
的
運
動
場
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

周
辺
一
帯
を
利
用
し
た

駐
車
場
整
備
の
考
え
は
。

答
　
屋
内
多
目
的
運
動

場
の
駐
車
場
は
、
２
１

７
台
の
ス
ペ
ー
ス
確
保

を
予
定
し
て
い
る
。

　
周
辺
一
帯
を
利
用
し

た
駐
車
場
整
備
に
つ
い

て
は
、
車
や
柏
ケ
丘
公

園
を
利
用
す
る
際
の
自

転
車
の
通
行
、
樹
木
が

あ
り
難
し
い
。

一 般 質 問

屋
内
多
目
的
運
動
場

駐
車
場
整
備
は

い
じ
め
・
不
登
校

現
状
・
対
応
は
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問　
美
幌
町
の
聴
覚
障

が
い
者
数
と
手
話
活
用

状
況
は
。

答
　
聴
覚
障
が
い
で
身

体
障
害
者
手
帳
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方
は
84
名
、

複
合
障
が
い
を
含
め
る

と
１
０
１
名
と
な
っ
て

お
り
、
う
ち
４
名
が
手

話
を
活
用
し
て
い
る
。

問　
障
害
者
基
本
法
改

正
を
受
け
、
意
思
疎
通

手
段
拡
大
の
た
め
の
施

策
の
考
え
は
。

答
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、

障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
配
慮
は
大
事
な
こ
と

で
あ
り
、
意
思
疎
通
手

段
に
係
る
選
択
機
会
拡

大
は
ど
の
施
策
に
も
存

在
す
る
と
考
え
る
。

問　
手
話
言
語
条
例
制

定
の
考
え
は
。

答
　
北
海
道
で
は
、
今

年
４
月
か
ら
北
海
道
手

話
言
語
条
例
を
施
行
し

て
い
る
。
道
条
例
の
普

及
・
啓
発
を
図
り
、
調

査
研
究
を
進
め
た
い
。

問　
他
の
自
治
体
で

は
、
観
光
事
業
や
災
害

対
策
に
手
話
を
活
用
す

る
た
め
、
市
や
町
独
自

で
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
美
幌
町
の
実
情
に

あ
わ
せ
た
条
例
を
制
定

で
き
な
い
か
。

答
　
条
例
を
制
定
し
て

終
わ
り
に
せ
ず
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
施
策

が
で
き
る
の
か
、
各
種

計
画
の
見
直
し
を
含
め

検
討
し
た
い
。

問　
聴
覚
障
が
い
者

が
、
手
話
で
利
用
で
き

る
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス

「
手
話
フ
ォ
ン
」な
ど
ハ

ー
ド
面
の
整
備
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答
　
身
体
障
が
い
者
に

対
す
る
、
補
装
具
購
入

時
の
国
の
補
助
が
あ
る
。

そ
の
他
、
年
２
回
の
障

が
い
に
関
す
る
研
修
を

開
催
し
て
い
る
。
引
き

続
き
、
障
が
い
に
理
解

を
深
め
る
事
業
を
実
施

し
た
い
。

問　
観
光
和
牛
祭
り
、

夏
祭
り
、
ふ
る
さ
と
祭

り
、
冬
ま
つ
り
等
の
実

行
委
員
会
と
行
政
の
関

わ
り
は
。

答
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
は

実
行
委
員
会
が
組
織
さ

れ
実
施
し
て
い
る
。
実

行
委
員
会
と
行
政
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
は
、

明
確
な
基
準
は
な
い

が
、
観
光
和
牛
祭
り
、

ふ
る
さ
と
祭
り
、
冬
ま

つ
り
は
、
過
去
、
町
が

事
務
局
を
担
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
町
職
員
の

支
援
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、夏
ま
つ
り
は
、

商
工
会
議
所
が
事
務
局

を
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
職
員
の
支
援
は

少
な
い
。

　
今
後
も
町
民
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
支
援
に
努

め
、
ス
タ
ッ
フ
に
過
度

な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
協
議
し
て
い
き
た
い
。

戸
澤

 
　
義
典
議
員

聴
覚
障
が
い
問
手
話
言
語
条
例
制
定
の
考
え
は

答
道
条
例
を
普
及
啓
発
し
調
査
研
究
し
た
い

〜 手話フォン 〜

町
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
の
関
わ
り
方
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坂
田

 
美
栄
子
議
員

風
疹
予
防
問
美
幌
町
の
風
疹
感
染
状
況
・
対
応
は

答
感
染
は
な
い
が
抗
体
検
査
の
周
知
に
努
め
た
い

問　
平
成
30
年
、
関
東

圏
を
中
心
に
風
疹
が
流

行
し
、
患
者
数
が
前
年

度
の
12
倍
と
な
っ
た
。

ま
た
、
30
歳
代
か
ら
50

歳
代
ま
で
の
男
性
の
５

人
に
１
人
は
、
風
疹
の

免
疫
を
持
っ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
美
幌
町
の
風
疹
感

染
状
況
、
対
応
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
　
近
年
の
流
行
に
お

け
る
患
者
の
大
半
は
30

歳
代
か
ら
50
歳
代
の
男

性
で
あ
り
、
定
期
予
防

接
種
の
機
会
が
な
か
っ

た
た
め
、
抗
体
保
有
率

は
他
の
年
代
と
比
較
し

て
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
美
幌
町
の
風
疹
感
染

は
な
い
が
、
妊
婦
へ
の

風
疹
抗
体
検
査
や
影

響
、
北
海
道
の
風
疹
抗

体
検
査
の
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
国
で
は
予
防

接
種
等
の
原
則
無
料
化

を
検
討
し
て
お
り
、
国

の
動
向
を
確
認
し
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
道
内
児
童
相
談
所

で
の
児
童
虐
待
対
応
件

数
は
、
年
々
増
加
し
て

お
り
、
美
幌
町
で
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
今
後

の
対
応
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答
　
美
幌
町
で
の
児
童

虐
待
対
応
件
数
は
、
平

成
30
年
度（
11
月
現
在
）

14
件
で
、
す
で
に
前
年

度
の
13
件
を
超
え
て
い

る
。

　
児
童
虐
待
の
対
応

は
、
美
幌
町
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
の

中
で
対
応
を
協
議
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
児
童

相
談
所
へ
一
時
保
護
の

措
置
を
と
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
職
員
が
専

門
的
研
修
を
受
講
し
要

保
護
児
童
対
策
調
整
機

関
の
担
当
者
と
し
て
業

務
を
担
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
児
童
虐

待
の
早
期
発
見
・
対
応

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
自
治
会
と
の
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
、

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

が
あ
る
が
、
制
度
の
目

的
、
活
用
方
法
が
地
域

住
民
に
十
分
理
解
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
利
用

し
や
す
い
状
況
と
な
っ

て
い
な
い
。
制
度
の
見

直
し
を
含
め
、
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

答
　
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
は
、
地
域
サ
ポ
ー

ト
職
員
が
自
治
会
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

り
、
自
治
会
の
活
動
支

援
を
行
う
目
的
で
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
活
用
は

少
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
自

治
会
長
が
直
接
、
役
場

担
当
窓
口
で
相
談
し
た

り
、
自
治
会
連
合
会
と

の
懇
談
会
の
実
施
、
要

望
書
の
提
出
な
ど
で
課

題
が
解
決
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
た
め
と
思
わ

れ
る
。

　
活
用
方
法
な
ど
制
度

の
あ
り
方
を
含
め
、
自

治
会
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

児
童
虐
待
防
止

件
数
・
対
応
は

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

見
直
し
の
考
え
は
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問　
灯
油
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
。
助
成
単
価

の
引
き
上
げ
も
含
め
、

福
祉
灯
油
助
成
実
施
の

考
え
は
。

答
　
現
在
、
原
油
価
格

は
下
降
傾
向
で
動
向
に

注
視
し
て
い
る
。今
後
、

急
激
な
価
格
上
昇
の
時

勢
と
判
断
し
た
場
合
に

は
実
施
を
検
討
し
た
い
。

問　
全
国
一
人
当
た
り

国
保
税
（
料
）
は
、
協

会
け
ん
ぽ
の
1.3
倍
、
組

合
健
保
の
1.7
倍
と
割
高

で
あ
る
。
美
幌
町
の
国

保
税
の
倍
率
は
。

答
　
美
幌
町
の
国
保
税

は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
1.4

倍
、
組
合
健
保
の
1.6
倍

で
あ
る
。
国
保
税
は
、

協
会
け
ん
ぽ
、
組
合
健

保
と
異
な
り
、
加
入
者

数
で
税
額
が
増
減
し
、

事
業
主
に
よ
る
1/2
負
担

も
な
い
こ
と
か
ら
、
家

族
構
成
や
所
得
で
負
担

に
差
が
生
じ
る
。

問　
国
保
加
入
者
は
、

低
所
得
者
が
多
い
が
、

美
幌
町
の
国
保
加
入
者

構
成
は
。

答
　
国
保
加
入
者
は
、

給
与
・
年
金
所
得
者
が

50
％
、
農
業
・
事
業
所

得
者
が
30
％
、
そ
の
他

20
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
国
保
税
の
負
担
が

重
い
の
は
、
家
族
の
人

数
に
よ
る
均
等
割
と
世

帯
毎
の
平
等
割
が
課
税

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
う
が
認
識
は
。

答
　
国
保
税
は
、
所
得

割
と
資
産
割
の
応
能
分

と
均
等
割
と
平
等
割
の

応
益
分
で
課
税
さ
れ
る
。

世
帯
内
の
人
数
に
よ
る

均
等
割
は
、
受
益
に
見

合
う
負
担
を
人
数
を
基

礎
と
し
て
負
担
す
る
仕

組
み
で
、
一
定
の
合
理

性
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
恒
久
的
な
貧
困
世

帯
へ
の
国
保
税
減
免
制

度
実
施
の
考
え
は
。

答
　
国
保
税
の
負
担
軽

減
と
し
て
、
所
得
に
応

じ
た
軽
減
や
低
所
得
者

へ
の
減
免
措
置
を
講
じ

て
い
る
。
負
担
軽
減
措

置
の
拡
充
は
、
国
保
会

計
の
持
続
的
な
財
政
運

営
が
行
え
る
よ
う
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

問　
食
糧
自
給
率
の
向

上
の
た
め
、「
国
連
家
族

農
業
の
10
年
決
議
」
を

町
民
へ
宣
伝
・
啓
発
す

る
考
え
は
。

答
　
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

に
お
い
て
、「
北
海
道
農

業
は
、
消
費
者
が
求
め

る
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
食
糧
供
給
基
地
と

し
て
の
役
割
を
担
う
所

得
を
確
保
す
る
農
業
を

目
指
す
」
と
決
議
さ
れ

啓
発
さ
れ
て
い
る
。

問　
家
族
農
業
を
基
本

に
し
た
農
林
業
活
性
化

計
画
を
作
成
し
て
は
。

答
　
美
幌
町
農
業
振
興

計
画
は
、
農
業
経
営
支

援
体
制
の
充
実
、
家
族

経
営
協
定
の
推
進
な
ど

の
施
策
を
基
本
と
し
て

作
成
し
て
い
る
。

問　
政
府
に
対
し
「
国

連
家
族
農
業
の
10
年
決

議
」
に
即
し
た
農
政
実

現
を
働
き
か
け
て
は
。

答
　「
産
地
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
」「
経
営
体
育

成
事
業
」
な
ど
、
所
得

向
上
の
実
現
に
向
け
た

施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
活
性
化
期
成
会
な

ど
で
働
き
か
け
を
考
え

て
い
き
た
い
。

大
江

 
　
道
男
議
員

灯
油
高
騰
問
福
祉
灯
油
助
成
実
施
の
考
え
は

答
価
格
動
向
に
注
視
し
判
断
し
た
い

国
民
健
康
保
険

負
担
軽
減
策
は

国
連
家
族
農
業
決
議

町
民
に
啓
発
を
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問　
「
び
ほ
ー
る
」２
階

席
壁
際
に
手
す
り
を
設

置
し
、
高
齢
者
の
不
安

を
解
消
す
る
考
え
は
。

答
　
安
全
対
策
と
し
て
、

手
す
り
設
置
を
検
討
す

る
。
引
き
続
き
、
使
い

や
す
く
安
全
安
心
な
施

設
運
営
を
目
指
し
た
い
。

問　
美
幌
町
に
関
す
る

歌
を
大
切
に
し
、
伝
え

て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
歌
と
し
て
、「
美

幌
町
歌
」
や
「
美
幌
ブ

ル
ー
ス
」「
風
は
み
ど
り

に
」
が
あ
り
、
全
10
曲

を
Ｃ
Ｄ
音
源
に
保
存
し

て
い
る
。
今
後
も
美
幌

を
題
材
と
し
た
歌
を
大

切
に
守
り
、
イ
ベ
ン
ト

時
な
ど
様
々
な
場
面
で

聞
く
機
会
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

問　
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
加
工
実
習
室
の
機
器

は
、
近
隣
町
村
施
設
と

比
較
し
て
不
十
分
で
あ

り
、整
備
が
必
要
で
は
。

近
隣
町
村
施
設
の
状
況

把
握
、
実
習
室
利
用
者

と
の
協
議
実
施
は
さ
れ

た
か
。

答
　
状
況
確
認
の
た

め
、
担
当
者
が
近
隣
の

加
工
施
設
を
訪
問
し
機

器
や
利
用
状
況
の
説
明

を
受
け
て
い
る
。ま
た
、

加
工
実
習
室
利
用
者
と

は
適
宜
意
見
交
換
を
行

い
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。
対
応
で
き

な
い
加
工
機
器
の
使
用
、

技
術
支
援
に
つ
い
て
は
、

道
立
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
食

品
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

の
協
力
や
特
産
品
開
発

支
援
事
業
補
助
金
を
活

用
し
た
事
業
者
の
施
設

整
備
を
進
め
た
い
。

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
海
洋
汚
染
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
ご
み
の

減
量
化
、
不
法
投
棄
撲

滅
、
環
境
汚
染
教
育
な

ど
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
美
幌
町
で
の
取
り

組
み
は
、
分
別
収
集
の

徹
底
、
不
法
投
棄
撲
滅

の
看
板
設
置
や
巡
回
監

視
を
実
施
し
て
お
り
、

ま
ち
育
出
前
講
座
な
ど

で
わ
か
り
や
す
い
説
明

を
充
実
さ
せ
た
い
。

問　
町
内
で
の
プ
ラ
ご

み
の
受
け
入
れ
は
、
今

後
も
継
続
さ
れ
る
の
か
。

答
　
容
器
包
装
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
一

般
廃
棄
物
の
減
量
と
資

源
の
有
効
活
用
の
た
め

制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

法
に
基
づ
き
今
後
も
継

続
さ
れ
る
。

問　
過
去
５
年
間
の
美

幌
の
不
法
投
棄
状
況
は
。

答
　
不
法
投
棄
は
１
万

５
千
10
㎏
・
３
０
４
件

で
郊
外
の
道
路
脇
に
、

タ
イ
ヤ
、
家
電
製
品
等

が
投
棄
さ
れ
て
い
る
。

問　
学
校
で
の
環
境
教

育
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　
小
学
校
で
は
「
ご

み
の
処
理
に
つ
い
て
」

「
生
き
物
と
環
境
」「
循

環
型
社
会
に
向
け
て
」

な
ど
学
習
指
導
が
行
わ

れ
、総
合
学
習
で
は
、駒

生
川
の
環
境
美
化
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
体
験

学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

岡
本

 
美
代
子
議
員

施
設
運
営
問
安
全
対
策
の
た
め
「
び
ほ
ー
る
」
に
手
す
り
を

答
設
置
を
検
討
し
安
全
安
心
な
施
設
運
営
を
行
う

美

幌

の

歌

普
及
さ
せ
る
考
え
は

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

加
工
室
の
充
実
を

ご
み
不
法
投
棄

状
況
・
取
り
組
み
は

〜 グリーンビレッジ美幌 〜
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⑽

　
平
成
30
年
12
月
定
例
会

で
総
務
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
（
坂
田
・
上
杉
・
吉

住
・
大
江
・
橋
本
・
中
嶋
・

稲
垣
）
事
務
調
査
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
各
自
治
体
が
取
り
組
む

移
住
・
定
住
施
策
の
中
で
、

効
果
が
大
き
い
も
の
と
し

て
子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
、
移
住
者
の
獲
得
や
住

民
の
定
住
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
は
、

出
生
数
を
増
や
す
こ
と
に

も
直
結
し
て
お
り
、
地
域

の
人
口
維
持
に
は
大
変
重

要
な
要
素
で
あ
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
豊
か

な
心
を
持
ち
、
健
全
に
発

達
す
る
た
め
に
は
、
幼
児

期
か
ら
の
読
書
習
慣
の
育

成
や
読
み
聞
か
せ
が
で
き

る
充
分
な
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
貸
出
中
心

の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、

資
料
の
蓄
積
を
も
た
ら
し

た
が
、
情
報
・
資
料
を
求

め
て
い
る
図
書
館
利
用
者

に
対
し
て
、職
員
が
情
報
・

資
料
を
提
供
し
援
助
す
る

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

が
不
十
分
と
の
指
摘
も
あ

る
。

　
図
書
館
の
役
割
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
社
会
教

育
施
設
が
持
つ
特
性
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
を
活
か

す
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

◆
子
育
て
世
代
の

移
住
・
定
住
施
策

①
若
い
世
代
、
特
に
20
歳

代
か
ら
40
歳
代
ま
で
の
子

育
て
世
代
の
移
住
・
定
住

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

医
療
費
・
教
育
費
の
負
担

軽
減
や
住
宅
建
築
・
家
賃

補
助
、
住
宅
整
備
な
ど
の

住
環
境
の
充
実
、
新
規
起

業
支
援
補
助
な
ど
の
就
労

支
援
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。
近
隣
自
治
体
と
の
差

別
化
を
図
り
、
美
幌
に
住

ん
で
み
た
い
と
思
わ
れ
る

魅
力
あ
る
施
策
を
重
点
化

し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
優

先
的
に
配
分
す
る
な
ど
、

思
い
切
っ
た
新
規
施
策
の

実
施
や
既
存
施
策
の
拡
充

に
期
待
し
た
い
。

②
美
幌
町
の
良
さ
を
対
外

的
に
情
報
発
信
す
る
た

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
情
報
媒

体
の
効
果
的
で
速
や
か
な

活
用
に
期
待
し
た
い
。

◆
図
書
館
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

①
出
版
物
を
収
集
・
保
存

し
、
町
民
等
に
提
供
す
る

図
書
館
の
基
本
的
役
割
は

今
後
も
変
わ
ら
な
い
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電

子
情
報
の
発
信
・
保
存
も

図
書
館
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
。
多
面
的
な
観
点
か

ら
情
報
提
供
さ
れ
る
こ
と

を
望
み
た
い
。

②
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
広
く
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
町

民
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
求
め
て
い
る
の
か
把

握
し
、
情
報
発
信
の
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
関
係
機
関

と
協
力
し
各
種
セ
ミ
ナ
ー

や
公
開
講
座
の
開
催
な
ど

が
企
画
さ
れ
る
こ
と
に
期

待
し
た
い
。

③
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振

興
を
図
る
た
め
に
は
、
図

書
館
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
今
後
、
図
書
館
施

設
の
建
て
替
え
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
世
代
を
超

え
て
交
流
・
学
習
が
で
き
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の

提
供
も
視
野
に
入
れ
た
居

心
地
の
良
い
施
設
計
画
を

望
み
た
い
。

子
育
て
世
代
を
重
視
し
た

移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
坂
　
田
　
美
栄
子

〜 移住定住施策の先進地調査 〜

〜 視察地・武雄市図書館 〜
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⑾

　
平
成
30
年
12
月
定
例
会

で
経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
早
瀨
・
新
鞍
・
古
舘
・
岡

本
・
髙
橋
・
戸
澤
）
事
務

調
査
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
美
幌
町
は
、
豊
か
な
自

然
、
天
下
の
絶
景
・
美
幌

峠
を
有
し
て
お
り
、
年
間

70
万
人
を
超
え
る
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
町
を
訪
れ

る
観
光
客
の
９
割
以
上
が

日
帰
客
で
あ
り
、
通
過
型

か
ら
観
光
消
費
が
見
込
ま

れ
る
滞
在
型
観
光
へ
の
転

換
が
課
題
で
あ
る
。

　
平
成
８
年
に
開
設
さ
れ

た
峠
の
湯
び
ほ
ろ
は
、
20

年
が
経
過
し
施
設
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
施
設
改
修

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

将
来
を
見
据
え
た
今
後
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

◆
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進

　
本
町
で
は
、
農
村
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
し
て
農
畜
産
業

体
験
な
ど
を
目
的
と
し
た

修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本

町
の
農
林
畜
産
業
の
理
解

促
進
と
美
幌
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
に
効
果
を
得
て
い
る
。

　
今
後
、
交
流
促
進
を
進

め
る
た
め
に
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
等
の
受
け
入
れ
先

の
負
担
軽
減
が
事
業
拡
大

に
は
必
須
で
あ
る
た
め
、

農
業
関
係
者
に
偏
る
こ
と

な
く
町
民
が
一
体
と
な
っ

て
連
携
し
支
援
す
る
施
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

◆
滞
在
型
観
光
の
推
進

　
美
幌
み
ど
り
の
村
は
、

森
林
浴
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど

に
利
用
さ
れ
、
観
光
資
源

と
し
て
の
潜
在
能
力
が
高

い
。
起
伏
に
富
ん
だ
地
形

を
利
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
創
設
や
四
季
折
々

の
自
然
を
満
喫
で
き
る
施

設
と
し
て
整
備
し
、
自
然

環
境
を
生
か
し
た
観
光
メ

ニ
ュ
ー
を
充
実
す
る
こ
と

に
よ
り
、
滞
在
型
観
光
を

推
進
で
き
る
大
き
な
可
能

性
が
あ
る
。
将
来
構
想
を

策
定
し
計
画
的
に
整
備

し
、
美
幌
町
で
の
長
期
滞

在
化
で
旅
行
者
の
増
加
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

◆
特
産
品
創
出
等

に
よ
る
地
域
づ
く
り

　
特
産
物
の
創
出
に
お
い

て
は
、
自
然
や
食
な
ど
本

町
の
豊
か
な
地
域
資
源
を

磨
き
上
げ
、
観
光
客
の
満

足
度
向
上
や
誘
客
促
進
に

繋
が
る
、
他
の
地
域
に
は

な
い
特
産
品
の
開
発
に
期

待
す
る
。

　
ま
た
、町
産
品
に
は「
美

幌
」
を
掲
げ
る
な
ど
、
ブ

ラ
ン
ド
化
さ
れ
、
高
付
加

価
値
化
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
多
く
の
町
民

や
事
業
者
が
携
わ
り
愛
着

が
持
て
る
特
産
品
を
開
発

し
、
確
実
に
販
売
実
績
を

伸
ば
す
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
町
民
、
事
業
者
、
行

政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
認
識
し
、
連
携
で
き
る

体
制
の
推
進
を
望
み
た
い
。

◆
峠
の
湯
び
ほ
ろ

に
つ
い
て　

　
美
幌
町
の
公
設
温
泉
で

あ
る
峠
の
湯
び
ほ
ろ
は
、

指
定
管
理
期
間
が
満
了
と

な
る
３
年
後
ま
で
に
施
設

の
改
修
、
利
用
の
促
進
を

含
め
、
そ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。
既
存
施
設

の
有
効
利
用
や
、
サ
ー
ビ

ス
面
の
向
上
を
図
り
、
利

用
者
増
、
さ
ら
に
は
健
全

経
営
に
繋
げ
ら
れ
た
い
。

滞
在
型
観
光
の
推
進
　
　
　

　
特
産
品
創
出
に
つ
い
て

経
済
建
設
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　

早
　
瀨
　
仁
　
志

〜 みどりの村キャンプ場 〜
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⑿

11
月
臨
時
会

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

平成29年度決算は審査意見を付して認定

　一般会計等決算審査特別委員会（岡本美代子委員長）に付託された一般・特別会計の決算は審査意見を付して
認定とする委員会報告のとおり決定しました。

１　一般会計全般について
　�　平成29年度の国の経済は、企業の稼ぐ力が高まり、企業収益が過去最高水準になるなど、経済の好循環が実
現しつつあるが、地方経済を取り巻く状況は依然として厳しく、景気回復を実感するまでには至っていない。
　�　本町においても、自主財源である町税の増加、地方交付税の伸びも期待できない中、少子高齢化の進展によ
る社会福祉関連経費の増大や人口減少対策、役場庁舎の建て替え等、増え続ける行政需要に対して、いかに財
源を確保し対応していくかが期待されるところである。引き続き将来を見据えた健全な財政運営を望みたい。

２　収納率向上対策について
　�　公営住宅使用料の現年度分収入率は、５年連続で100％の達成
であり、全道における同規模の自治体と比較しても特筆すべき
もので、関係職員の努力を高く評価したい。また、公営住宅使
用料の減免制度利用者は昨年度と比較して増加しているが、セ
ーフティネットの観点から引き続き制度の周知を図られたい。
　�　他の未収金についても、適正な債権管理と徴収強化により減
少しているが、自主財源確保と負担の公平性及び適正化の観点
から、引き続き収入率向上に向けて取り組まれたい。

一般・特別会計決算額

※金額は、万円未満を切り捨てて表示しています。

会計名 収入（歳入） 支出（歳出） 差　引

一 般 会 計 113億8,959万円 113億4,346万円 4,613万円

特
別
会
計

国民健康保険 31億476万円 30億1,526万円 8,950万円

後期高齢者医療 2億8,420万円 2億8,385万円 35万円

介 護 保 険 17億5,941万円 17億5,788万円 153万円

公 共 下 水 道 10億4,000万円 10億3,609万円 391万円

個別排水処理 9,409万円 9,399万円 10万円

一般会計・特別会計【審査意見（要旨）】

　企業会計決算審査特別委員会（中嶋すみ江委員長）に付託された水道・病院事業会計の決算は審査意見を付し
て認定とする委員会報告のとおり決定しました。

１　水道事業会計について
 （１�）給水人口・件数が減少している中、総配水量は前年度より2.1％増加しているが、有収水量は1.2％減少して

いる。
　　�　有収率の向上に向けた対策としては、老朽配水管及び給水管の計画的な布設替えが重要である。不明水量

が増加傾向にあり、原因究明に努めるとともに、費用対効果を考慮しながら調査についても検討されたい。
　　　美幌町の水は、安全、安心であることなど積極的に情報発信し、引き続き給水収益の確保に努められたい。
 （２�）老朽化した配水管の布設替えに伴い、耐震化が進められている。国の方針では重要給水施設管路となる病

院、避難所ルート等を優先して耐震化を進めるよう示されており、本町も計画的に対応を取られたい。

２　病院事業会計について
　�　平成29年度の患者数は、4,167人増の101,828人と初めて10万人
を超えた。また、医師招聘の努力により、診療科11科、常勤医
師10名となり、地域の基幹病院として、地域医療体制の充実、
強化が図られ、経営意識も醸成されてきている。
　�　平成29年5月に策定した「美幌町立国民健康保険病院新公立
病院改革プラン」は、ほぼ計画どおりに推移しているが、今後
も、医師はじめ医療職の人材確保と地域医療の充実、経営健全
化に一層努められたい。

企業会計決算額
区分 収入（歳入） 支出（歳出）

水道事業
収益的収支 5億9,444万円 4億2,388万円

資本的収支 2億1,245万円 3億8,469万円

病院事業
収益的収支 20億7,228万円 21億2,558万円

資本的収支 2億5,889万円 3億8,615万円

■収益的収支　
　営業収入と、その営業に必要な人件費や維持管理費等の支出の収支
■資本的収支　
　建設工事を行う際の収入(国・道補助金等)と建設・改良や機器等を
整備するための支出の収支

企業会計【審査意見（要旨）】

※金額は、万円未満を切り捨てて表示しています。
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　平成３０年１１月６日、美幌町自治基本条例に基づく「 議会報告会と意見交換会 」が昼と夜、町民
会館において開催されました。
　議会の審議内容（街路灯ＬＥＤ化補正予算、ＩＣＴ・情報通信技術活用による議会活動の効率化・
活性化など）について報告した後、参加者の皆さんと意見交換を行いました。主な内容は以下のと
おりです。

◆ 災害対応について

・９月胆振東部地震での広報活動、情報発信について検証し、今後の災害に備えてほしい。
・災害時にも活用できる自家発電を検討推進すべきでは。
・自治会会員の高齢化により、災害発生時に助け合いができるか不安である。

◆ 観光の推進について

・美幌町は観光客に素通りされてしまう。宿泊施設の誘致に期待する。
・美幌町を含めた道東地域一体の観光プランを模索できないか。観光協会と町でアプローチを。
・峠の湯、リリー山などにドッグランを設置し、観光に生かしてはどうか。

◆ 美幌町の農業、ＴＰＰ問題について

・�ＴＰＰ問題は、５年、１０年先の問題ではなく、２０年、３０年先の大きな問題ととらえ、美幌
町の農業を守ってほしい。

◆ 人口減少対策、まちづくりについて

・�各自治体が力を入れている移住定住施策で多くの移住者を増やすのは難しい。安心して楽し
めて暮らせる町にすることが一番大事。行政は、町民がお願いして何かをやってもらうとこ
ろではない。行政と町民が肩を組んでまちづくりをしていかなくてはならない。
・�移住定住施策においては、補助金を出すことに重点をおくのではなく、移住者を受け入れる
コミュニティづくりに力を入れることが良いのでは。

平成３０年度第２回 議会報告会・意見交換会を開催
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旭
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６
年
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美
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●
僕
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町
議
会
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こ
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し
た
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人
た
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懸
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ま
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い
ま
す
が
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き
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言
葉
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間
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え
な
い
で
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っ
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い
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、

議
員
の
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す
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と
思
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し
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僕
た
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に
こ
ん
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貴
重
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見
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し
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大
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験
に
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ま
し
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。
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に
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り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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（
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也
さ
ん
）

　
吉
住
博
幸
議
員
が
、
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
自
治
功
労
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
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昨
年
12
月
19
日
、
町
役
場
で
伝
達
式
が
行
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れ
、「
後
援
会
の
方
々
に
早
急
に
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
家
族
と
喜
び
た
い
。」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
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あ
と
が
き

▼
昨
年
２
月
、
本
町
出
身
の

ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
石
田
正
子

選
手
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
三
橋

李
奈
選
手
、
ス
ケ
ー
ト
一
戸

誠
太
郎
選
手
が
平
昌
五
輪
に

出
場
し
、
元
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

▼
美
幌
町
の
子
ど
も
た
ち
も

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
全
道
、

全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る

美
幌
っ
子
を
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

▼
今
年
の
干
支
、
己
亥
（
つ

ち
の
と
い
）
は
、
足
元
を
固

め
て
次
の
段
階
を
目
指
す
準

備
の
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
は
地
方
統
一
選
挙
の

年
で
す
。
議
会
議
員
と
し
て

町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
　
　
　
　（
晃
央
）

議
会
運
営
委
員
会

　
委 

員 

長
　
橋
本
　
博
之

　
副
委
員
長
　
戸
澤
　
義
典

　
委
　
　
員
　
吉
住
　
博
幸

　
委
　
　
員
　
上
杉
　
晃
央

　
委
　
　
員
　
稲
垣
　
淳
一

議会を傍聴しませんか 議会ホームページもご覧ください
定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）
開かれ、議場入口にある受付票に住所及び
氏名を記入いただければ、どなたでも議会を
傍聴できます。

「本会議開会中のライブ中継」や
常任委員会の開催日なども
お知らせしています。

●美幌町ホームページ
（http://www.town.bihoro.hokkaido.jp）
から「美幌町議会」をクリックしてください。

美
幌
町
立
旭
小
学
校
６
年
生
が
議
会
を
傍
聴

日程が正式に決まり次第、町のホームページなど
でお知らせします。

３月定例会は３月５日（火）頃から
開かれる予定です

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

吉住博幸議員
道社会貢献賞受賞


